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レポート A-Reports 
・松本山雅FCホームゲームで「JA全農長野デー」を開催！
・県産農産物の高品質、豊富な種類、安全・安心をPR
　～「いきいき信州！ 農産加工品展示商談会」に参加～

・初の初戦突破
　～「全農関東甲信地区役職員親睦野球大会」開催～

JA-SS POSシステムの更新
～新機能の活用によるSS競争力の強化～

重点事業方針  A-Policy 

中期事業計画（平成28～30年度）

自己改革の進捗状況について

松本山雅ＦＣ
ホームゲームで
「ＪＡ全農長野デー」
を開催！



A‒チャンネルA‒チャンネル

　

Ｓ
Ｓ
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
乗
用

車
保
有
台
数
の
減
少
、
軽
自
動
車
の
増
加
、

Ｈ
Ｖ
車
・
Ｅ
Ｖ
車
の
増
加
等
に
よ
り
需
要

が
減
退
し
て
お
り
、
そ
の
速
度
は
今
後
も

加
速
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

需
要
の
減
退
を
背
景
に
Ｓ
Ｓ
の
廃
止
が
相

次
い
で
お
り
、
こ
の
動
向
は
系
統
の
Ｓ
Ｓ

事
業
に
お
い
て
も
同
様
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
様
な
環
境
下
で
の
Ｓ
Ｓ
事
業
の
継

続
に
は
、組
合
員
、消
費
者
に
選
ば
れ
る
Ｓ

Ｓ
と
な
る
こ
と
が
必
須
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
‐

Ｓ
Ｓ
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
お
客
様
に
選
択
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
店
作
り
、
ド
ラ
イ
ブ

ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
に
取
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
現
在
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備

と
し
て
、
県
下
の
Ｊ
Ａ
‐
Ｓ
Ｓ
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ

シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
（
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｘ
‐
Ｐ

Ｏ
Ｓ
）
は
、
平
成
14
年
よ
り
導
入
を
開
始

し
た
機
器
の
た
め
老
朽
化
が
進
行
し
て
お

り
、
早
急
な
更
新
が
必
要
な
状
況
で
あ
る

こ
と
か
ら
平
成
27
年
度
よ
り
Ｊ
Ｘ
エ
ネ
ル

ギ
ー
㈱
開
発
の
新
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ

Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
‐
Ｐ
Ｏ
Ｓ
）
へ
の
更
新
を
開

始
し
ま
し
た
。
今
回
の
更
新
は
、
事
業
環

境
が
厳
し
く
な
る
中
で
、
単
に
経
年
し
た

機
器
を
更
新
す
る
だ
け
で
は
な
く
、「
顧

客
利
便
性
の
向
上
」
お
よ
び
「
Ｓ
Ｓ
競
争

力
強
化
」
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
‐
Ｐ
Ｏ
Ｓ
は
、『
運
営

店
・
Ｓ
Ｓ
に
と
っ
て
使
い
や
す
く
、
お
客

様
に
と
っ
て
簡
単
・
便
利
、
さ
ら
に
社
会

に
と
っ
て
安
全
・
安
心
な
シ
ス
テ
ム
』
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
開
発
さ
れ
て
お
り
、
次
の

６
点
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

① 

外
設
機
画
面
へ
の
大
型
高
輝
度
カ
ラ
ー

液
晶
の
採
用
と
、
ス
ム
ー
ズ
な
画
面
切

替
に
よ
り
操
作
性
を
向
上

② 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
セ
ル
フ
外
設
機
に

か
ざ
す
「
ワ
ン
タ
ッ
チ
給
油
」
に
よ
り

お
客
様
の
利
便
性
を
向
上

③ 

お
客
様
の
購
買
実
績
の
蓄
積
に
よ
り
、

購
買
動
向
に
応
じ
た
販
促（
動
画
・
ク
ー

ポ
ン
等
）
を
実
現

④ 

Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
送
信

化
に
よ
り
、
各
Ｓ
Ｓ
の
営
業
情
報
（
売

上
・
在
庫
・
入
出
金
等
）
の
即
時
把
握

が
可
能

⑤ 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
を
暗
号
化
し
、

カ
ー
ド
情
報
漏
洩
リ
ス
ク
を
低
減

⑥ 

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
大
規
模

災
害
時
に
お
い
て
も
営
業
継
続
が
可
能

　

Ｐ
Ｏ
Ｓ
の
更
新
を
完
了
し
た
Ｓ
Ｓ
に
お

い
て
は
、
購
入
金
額
や
購
入
数
量
を
条
件

に
値
引
き
券
を
出
力
し
次
回
来
店
を
促
進

す
る
顧
客
固
定
化
の
取
り
組
み
や
、
セ
ル

フ
洗
車
機
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
連
動
に
よ
る
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
客
の
Ｓ
Ｓ
誘
客
、
油

外
収
益
の
拡
大
等
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
の
新
機
能
を

活
用
し
た
販
促
活
動
を
試
行
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
協
同
経
営
加

盟
Ｓ
Ｓ
を
中
心
に
、販
促
活
動
に
取
り
組
み
、

Ｊ
Ａ
‐
Ｓ
Ｓ
に
お
け
る
集
客
、
顧
客
固
定

化
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

　

県
下
の
Ｊ
Ａ
‐
Ｓ
Ｓ
で
は
１
５
７
Ｓ
Ｓ

に
Ｐ
Ｏ
Ｓ
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
う
ち
平
成
27
年
度
に
16
Ｓ
Ｓ
の
更
新
を

完
了
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
46
Ｓ
Ｓ
の
更

新
を
計
画
し
、
平
成
31
１
年
３
月
末
ま
で

に
全
て
の
Ｓ
Ｓ
の
更
新
を
完
了
す
べ
く
計

画
的
に
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

Ｊ
Ａ
‐
Ｓ
Ｓ 

Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
の
更
新

〜
新
機
能
の
活
用
に
よ
る
Ｓ
Ｓ
競
争
力
の
強
化
〜

燃料・ホーム
エネルギー課

　

全
農
長
野
県
本
部
は
、
Ｊ
Ａ
お
よ
び
子
会
社
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
進
展
を
加
速
化

さ
せ
、
農
業
所
得
の
増
大
と
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ⅰ
．  【
自
己
改
革
に
お
け
る
最
重
点
施
策
】　

平
成
28
年
９
月
末
時
点
で
の
総
括

そ
の
１
▼
営
農
支
援
体
制
の
充
実
《
担
い
手
に
対
す
る
出
向
く
体
制
強
化
お
よ
び
労
働
力
確
保
》 

⑴ 

全
Ｊ
Ａ
で
実
施
し
た
担
い
手
対
応
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
基
づ
き
、
方
策
を
協
議
し
今
後
実
行
し
て

い
き
ま
す
。
労
働
力
確
保
に
つ
い
て
は
、
現
場
実
態
の
情
報
収
集
や
調
査
・
検
討
を
行
い
、

研
究
会
を
今
年
度
中
に
開
催
予
定
で
す
。

⑵ 

畜
産
・
酪
農
に
つ
い
て
は
県
本
部
主
導
に
よ
る
素
畜
の
生
産
拡
大
や
J
A
と
一
体
と
な
っ
た

営
農
指
導
の
強
化
に
取
り
組
み
、
生
産
基
盤
の
維
持
と
営
農
の
継
続
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

そ
の
２
▼
農
業
所
得
の
増
大
《
J
A
・
県
域
に
よ
る
販
売
力
強
化
と
コ
ス
ト
削
減
》 

⑴ 

多
様
化
す
る
生
産
者
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
品
目
別
生
産
振
興
策
の
検
討
や
、
多
収
穫
・
省
力
化

栽
培
技
術
の
拡
大
に
向
け
た
現
地
検
討
を
各
地
で
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
積
極
的
な
消
費

宣
伝
活
動
を
通
じ
、
長
野
県
産
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
の
浸
透
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑵ 

生
産
資
材
の
品
質
維
持
・
向
上
と
生
産
者
や
小
売
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
資
材
の
開
発
と

普
及
を
図
る
一
方
、
生
産
コ
ス
ト
低
減
の
た
め
、
新
た
な
流
通
方
式
や
事
業
の
立
ち
上
げ
も

含
め
た
合
理
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
３
▼
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
充
実
《
地
域
の
生
活
基
盤
整
備
》 

⑴ 

運
営
経
費
の
圧
縮
と
と
も
に
J
A
・
子
会
社
や
県
域
組
織
と
連
携
し
て
事
業
量
の
維
持
に
努

め
、
地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
維
持
し
安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

⑵ 

よ
り
一
層
の
商
品
P
R
に
よ
る
既
存
取
扱
品
目
の
魅
力
の
発
信
と
と
も
に
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
に
応
じ
た
新
し
い
事
業
や
商
品
の
取
扱
強
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

中
期
事
業
計
画（
平
成
28
〜
30
年
度
）

自
己
改
革
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

Ⅱ
．
各
事
業
別　

９
月
末
進
捗
状
況

【
Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農
セ
ン
タ
ー
】

実
行
具
体
策

28
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
進
め
方

１
．
中
心
的
担
い
手
の
育
成
・
支
援

⑴
Ｊ
Ａ
と
県
域
の
出
向
く

　

体
制
整
備

全
Ｊ
Ａ

協
議
中

Ｊ
Ａ
に
よ
っ
て
担
い
手
対
応
の
体

制
や
考
え
方
に
違
い
が
あ
る
た
め

Ｊ
Ａ
別
に
協
議
す
る
。

⑵ 

労
働
力
確
保
情
報
交
換
会
等
の

開
催

４
回

１
回

11
／
９
、
12
／
２
に
事
例
研
究
を

行
い
、
２
月
に
取
り
組
み
の
方
向

付
け
を
す
る
。

２
．
営
農
指
導
体
制
の
強
化

⑴
担
い
手
ア
ン
ケ
ー
ト
に

　

も
と
づ
く
指
導
体
制
強
化

６
Ｊ
Ａ

新
規
２
J
A

担
い
手
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
Ｊ

Ａ
・
県
域
の
推
進
体
制
整
備
を
進

め
る
。

⑵
品
目
別
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

　

研
修
会
開
催
（
受
講
者
数
）

20
人

未
実
施

野
菜
に
つ
い
て
は
昨
年
度
実
施
し

た
た
め
、
本
年
度
は
果
樹
を
対
象

に
12
月
以
降
実
施
す
る
。

⑶
指
導
者
会
議

　

ブ
ロ
ッ
ク
別
検
討
会
開
催

20
回

22
回

４
地
区
ご
と
に
実
施
回
数
は
異
な

る
が
、
計
画
に
沿
っ
て
活
動
を
行

う
。

３
．
栽
培
技
術
等
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
推
進

⑴ 

リ
ン
ゴ
Ｍ
９
台
木
の
取
木
繁
殖

技
術
定
着
推
進
と
、
ウ
ィ
ル
ス

フ
リ
ー
化
台
木
生
産

35
千
本

生
育
管
理
中

11
月
の
堀
上
げ
を
目
指
し
て
良
質

な
苗
木
の
生
産
を
行
う
。

⑵ 

業
務
用
多
収
穫
省
力
化

技
術
研
修
会
開
催

①
供
給
先
別
果
樹
多
収
穫
技
術
研
修
会

②
業
務
用
野
菜
栽
培
技
術
研
修
会

①
２
回

②
３
回

①
１
回

②
４
回

① 

り
ん
ご
高
密
植
わ
い
化
栽
培
に

よ
る
収
量
向
上

② 

キ
ャ
ベ
ツ
機
械
収
穫
一
貫
体
系

の
実
践
検
証

４
．
安
全
・
安
心
な
信
州
農
作
物
の
生
産
・
供
給

⑴
残
留
農
薬
自
主
検
査
の
実
施

１
，
７
０
０
検
体

１
，
３
９
３
検
体

計
画
ど
お
り
実
施
し
て
い
く
。

⑵ 

ト
レ
ー
ス
産
地
条
件
の
整
備
と

推
進

調
査
･
検
討

調
査
の
実
施

ト
レ
ー
ス
フ
ォ
ワ
ー
ド
の
調
査
・

検
討
を
進
め
る
。

自己改革の進捗状況について

新POSシステム

使いやすくなったセルフ外設機
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【
生
活
部
】

実
行
具
体
策

28
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
進
め
方

１
．
石
油
取
扱
数
量
の
確
保

取
扱
数
量

３
２
４
，
０
０
０
㎘
１
２
９
，
０
７
０
㎘
下
期
は
灯
油
需
要
期
に
向
け
た
対
策
実

施
と
、
灯
油
未
利
用
の
ガ
ス
利
用
者
お

よ
び
新
規
定
期
配
送
会
員
獲
得
に
向
け

た
推
進
を
強
化
す
る
。

２
．
ガ
ス
取
扱
数
量
の
確
保

取
扱
数
量

１
９
，
８
０
０
ｔ

８
，
４
２
５
ｔ

供
給
戸
数
減
少
の
中
、
保
安
指
導
と
器

具
推
進
に
よ
り
実
績
の
維
持
を
図
る
。

今
後
、
ガ
ス
未
利
用
の
Ｊ
Ａ
灯
油
利
用

者
へ
重
点
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
。

３
．
自
動
車
取
扱
台
数
の
確
保

取
扱
台
数

３
，
０
０
０
台

１
，
２
１
５
台

営
農
車
を
中
心
に
各
種
推
進
施
策
を
展

開
し
台
数
を
確
保
し
た
。
下
期
に
む
け

拡
販
策
を
展
開
し
計
画
達
成
を
図
る
。

４
．
S
S
協
同
経
営
販
売
数
量
の
確
保

販
売
数
量

９
５
，
３
４
２
㎘

４
６
，
２
５
３
㎘

統
一
・
独
自
供
給
促
進
に
取
り
組
み
販

売
強
化
に
努
め
た
。
今
後
も
拡
販
施
策

の
取
組
強
化
に
よ
る
推
進
を
行
う
。

５
．
宅
配
お
ま
か
せ
会
員
戸
数
の
維
持

会
員
戸
数

７
，
８
０
０
戸

７
，
３
４
０
戸

利
用
者
は
高
齢
化
に
伴
い
減
少
傾
向
で

あ
る
が
、
Ｊ
Ａ
等
と
連
携
し
、
利
用
者

懇
談
会
や
女
性
部
組
織
の
協
力
に
よ
る

事
業
Ｐ
Ｒ
を
強
化
す
る
。

６
．
家
庭
薬
配
置
戸
数
の
確
保

配
置
戸
数

９
５
，
０
０
０
戸

９
２
，
９
２
０
戸

配
置
戸
数
は
高
齢
化
に
伴
い
減
少
傾
向

で
あ
る
が
、
健
康
増
進
事
業
と
し
て
Ｐ

Ｒ
し
、
配
置
体
制
の
確
保
と
Ｊ
Ａ
と
協

力
連
携
し
た
推
進
を
行
う
。

７
．
セ
レ
モ
ニ
ー
県
域
施
行
件
数
の
確
保

施
行
件
数

３
，
４
０
０
件

１
，
６
１
９
件

急
激
に
増
加
す
る
小
規
模
葬
・
直
葬
へ

の
早
急
な
対
応
を
図
る
一
方
、
セ
レ
モ

ニ
ー
会
員
獲
得
に
向
け
た
新
た
な
メ

リ
ッ
ト
創
出
を
検
討
す
る
。

【
畜
産
酪
農
部
】

実
行
具
体
策

28
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
進
め
方

１
．
生
産
基
盤
の
維
持
確
保

⑴ 

空
舎
利
用
に
よ
る
生
産
農
場
の

稼
働

２
農
場

２
農
場
稼
動

Ｊ
Ａ
と
連
携
し
新
た
に
２
農
場
に

つ
い
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

⑵
生
乳
出
荷
量
の
確
保

１
０
０
，
０
０
０
ｔ
４
９
，
６
６
８
ｔ

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
よ
る
増

頭
に
よ
り
、
８
月
以
降
単
月
で
前

年
を
上
回
っ
て
い
る
。

２
．
信
州
産
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

⑴
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
の

　

販
売
促
進

２
，
３
０
０
頭

９
２
８
頭

空
舎
利
用
お
よ
び
集
荷
強
化
に
よ

る
頭
数
確
保
に
努
め
る
。

⑵ 

特
色
あ
る
「
信
州
産
」
牛
乳
・

乳
製
品
の
商
品
開
発
・
販
売

開
発
･
販
売

松
本
山
雅
牛
乳
使
用

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

販
売

真
田
丸
・
御
柱
祭
に
絡
め
た
農
協

牛
乳
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

冬
期
に
も
新
た
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
予
定
。

３
．
飼
料
用
米
の
流
通
体
制
の
確
立

⑴
流
通
数
量

２
，
０
０
０
ｔ

取
り
ま
と
め

完
了

平
成
28
年
産
米
で
は
前
年
産
並
の

１
，
２
０
０
ｔ
を
確
保
し
て
い
る
。

４
．
地
域
畜
産
酪
農
営
農
セ
ン
タ
ー
の
設
置

⑴
進
捗
状
況

１
箇
所
検
討

２
箇
所
検
討

具
体
的
検
討
に
着
手
し
て
い
る
。

５
．
県
本
部
生
産
農
場
の
素
畜
供
給
機
能
拡
充

⑴
素
牛
販
売
頭
数
（
三
岳
牧
場
）

35
頭

12
頭

優
良
血
統
繁
殖
牛
の
県
内
保
留
拡

大
を
進
め
る
。

⑵
素
子
豚
供
給
頭
数

　
（
Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
繁
殖
セ
ン
タ
ー
）

２
１
，
５
０
０
頭

１
０
，
２
８
９
頭

子
豚
事
故
防
止
に
よ
り
出
荷
頭
数

を
確
保
す
る
。

⑶
初
妊
牛
上
場
頭
数

　
（
八
ヶ
岳
牧
場
）

10
頭

２
頭

10
、
12
、
２
月
に
開
催
さ
れ
る
市

場
で
の
上
場
を
予
定
し
て
い
る
。

【
生
産
購
買
部
】

実
行
具
体
策

28
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
進
め
方

１
．
販
売
と
連
携
し
た
包
材
の
開
発
普
及

⑴ 

段
ボ
ー
ル
原
紙
ア
イ
テ
ム
の

集
約

　
（
累
計
ア
イ
テ
ム
数
）

３
ア
イ
テ
ム

０
ア
イ
テ
ム

12
月
か
ら
５
ア
イ
テ
ム
集
約
に
向

け
て
提
案
・
試
験
を
継
続
す
る
。

⑵ 

流
通
か
ら
小
売
ま
で
の
潜
在
的

な
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
包
装
資
材

の
開
発

２
Ｊ
Ａ
で
採
用

１
Ｊ
Ａ
で
採
用

採
用
さ
れ
た
形
態
を
他
Ｊ
Ａ
に
提

案
し
、
他
の
形
態
に
つ
い
て
も
提

案
・
試
験
を
継
続
す
る
。

２
．
肥
料
農
薬
の
担
い
手
推
進

⑴
「
わ
た
し
の
肥
料
」
の
拡
大

２
，２
０
０
ｔ

８
・
４
ｔ

本
格
受
注
は
下
半
期
。
担
い
手
推

進
の
主
要
な
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｊ
Ａ

と
一
体
的
に
活
動
す
る
。

⑵ 

Ｂ
Ｂ
肥
料
工
場
・
農
家
直
行
方

式
の
拡
大
（
単
肥
と
の
積
み
合

せ
配
送
）

２
，0
０
０
ｔ

１
，
２
６
９
ｔ

ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
の
進
捗
。
現
状

は
Ｂ
Ｂ
肥
料
が
大
半
、
単
肥
と
の

積
み
合
せ
の
拡
大
を
図
る
。

⑶ 

担
い
手
向
け
超
大
型
企
画
農
薬

の
メ
ー
カ
ー
・
農
家
間
直
送
の

提
案
推
進

水
稲
剤
４
５
０
ha

水
稲
剤
５
４
７
ha

商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
拡
充
に
よ
り

計
画
を
上
回
っ
た
。
次
年
度
に
向

け
提
案
を
継
続
す
る
。

３
．
農
機
コ
ス
ト
低
減
の
取
り
組
み

⑴ 

ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
県
域
推
奨
型

式
設
定
に
よ
る
取
扱
重
点
化

１
型
式

０
型
式

県
域
推
奨
型
式
研
究
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
８
／
４
第
１
回
検
討
会

を
実
施
。
コ
ン
セ
プ
ト
、
馬
力
を

決
定
。（
第
２
回
検
討
会
は
10
／

25
開
催
予
定
）

⑵
中
古
農
機
の
流
通
促
進
、

　

レ
ン
タ
ル
の
事
業
化

検
討
･
施
行

レ
ン
タ
ル
事
業
11

月
開
始

中
古
農
機
流
通
促
進
は
買
取
策
の

素
案
段
階
。
レ
ン
タ
ル
事
業
は
11

月
開
始
予
定
。

【
生
産
販
売
部
】

実
行
具
体
策

28
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
進
め
方

１
．
生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
大

⑴
多
収
穫
・
省
力
栽
培
に
よ
る

　

規
模
拡
大

①
コ
ギ
ク
の
生
産
拡
大

②
加
工
業
務
用
野
菜
の

　

拡
大
推
進

①
１
６
５
万
本

②
キ
ャ
ベ
ツ

　

１
，
０
０
０
ｔ

①
２
２
４
万
本

② 

キ
ャ
ベ
ツ

７
５
６
ｔ

① 

旧
盆
・
秋
彼
岸
出
荷
を
含
め
た

振
興
対
策
実
施
。

② 

11
月
末
最
終
見
通
し
は

１
，
０
６
０
ｔ
。
機
械
収
穫
を

実
施
し
（
50
ｔ
）、
導
入
に
向

け
検
討
す
る
。

⑵
計
画
・
適
正
生
産
の
推
進

　

① 

リ
ン
ゴ
早
生
種（
長
果
25
等
）

早
期
産
地
化

　

②
夏
ハ
ク
サ
イ
の
適
正
生
産

　

③
レ
タ
ス
生
産
力
維
持

①
新
規
１
万
本

② 

２
２
０
万

　

ケ
ー
ス

③ 

１
，
３
０
０
万

　

ケ
ー
ス

①
１
万
本

② 

２
５
８
万
ケ
ー

ス
③ 
１
，
２
６
６
万

ケ
ー
ス

①
苗
木
の
出
荷
販
売
先
を
調
整
。

② 

計
画
を
超
過
し
た
た
め
、
数
量

抑
制
の
啓
発
と
作
物
転
換
を
す

す
め
る
。

③ 

秋
作
の
作
柄
安
定
対
策
を
検
討

す
る
。

２
．
集
出
荷
対
策
の
向
上

⑴ 

多
様
な
生
産
者
（
大
規
模
農
家
・

法
人
・
系
統
外
含
む
）
へ
の
販

売
企
画
提
案

リ
ス
ト
作
成
・

新
規
４
件

法
人
リ
ス
ト
作
成

・ 

加
工
業
務
用
キ
ャ
ベ
ツ
の
米
地

帯
へ
の
定
着
推
進
を
行
っ
た
。

・ 
加
工
用
セ
ル
リ
ー
の
継
続
試
験

を
実
施
。
次
年
度
は
実
用
化
に

向
け
た
試
験
を
継
続
す
る
。

３
．
商
品
提
供
力
の
強
化

⑴
多
様
な
販
売
手
法
へ
の
取
組

　

① 

リ
ン
ゴ
長
期
貯
蔵
販
売
の

拡
大

①
８
，
０
０
０

　

コ
ン
テ
ナ

① 

８
，
０
０
０
コ

ン
テ
ナ

長
期
保
存
に
向
け
た
１
‒Ｍ
Ｃ
Ｐ

処
理
な
ら
び
に
冷
蔵
庫
へ
の
順
次

入
庫
を
す
す
め
て
い
る
。

⑵ 

加
工
・
業
務
需
要
、
輸
出
事
業

へ
の
対
応
強
化

① 

リ
ン
ゴ
輸
出
専
用
栽
培
の
推
進
①
検
討

①
試
験
中

県
と
連
携
し
、
２
Ｊ
Ａ
で
防
除
試

験
を
実
施
中
。
今
後
、
結
果
を
整

理
し
普
及
前
検
討
を
行
う
。

⑶ 

総
合
品
目
宣
伝
に
よ
る

　

認
知
度
向
上

実
施

実
施

ロ
ゴ
お
よ
び
資
材
を
統
一
し
た
。

実
施
イ
ベ
ン
ト
の
効
果
に
つ
い
て
、

次
年
度
に
向
け
整
理
を
行
う
。

４
．
Ｊ
Ａ
・
県
本
部
一
体
と
な
っ
た
長
野
米
集
荷
推
進
の
実
施
と
販
売
力
強
化

⑴
集
荷
重
量

８
０
，０
０
０
ｔ

７
３
，８
５
０
ｔ

概
算
金
の
増
、
集
荷
奨
励
等
を
通

じ
て
、
出
荷
契
約
数
量
を
上
回
る

集
荷
を
目
指
し
推
進
す
る
。

自己改革の進捗状況について
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全
農
長
野
県
本
部
は
10
月
８
日
㈯
、
プ
ラ

ク
テ
ィ
ス
ウ
エ
ア
ス
ポ
ン
サ
ー
を
務
め
る
松

本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
「
Ｊ
Ａ
全

農
長
野
デ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
農
長

野
が
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
っ

て
か
ら
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
７
回
目
の
開

催
で
す
。

　

今
年
は
「
収
穫
祭
」
を
テ
ー
マ
に
、
ス
タ

ジ
ア
ム
横
の
フ
ァ
ン
パ
ー
ク
で
「
豚
汁
」「
も

つ
煮
」「
き
の
こ
の
ス
ー
プ
カ
リ
ー
」
の
３

種
類
の
鍋
と
県
産
米
お
に
ぎ
り
の
振
る
舞
い
、

ト
ラ
ク
タ
ー
の
展
示
、
き
の
こ
収
穫
体
験
、

牛
乳
搾
乳
体
験
、
山
雅
牛
乳
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
の
販
売
、
11
月
８
日
発
売
の
キ
リ
ン
氷
結

ス
ト
ロ
ン
グ
巨
峰
（
全
農
長
野
原
料
供
給
）

の
試
飲
を
行
い
ま
し
た
。
鍋
の
振
る
舞
い
は

時
間
前
か
ら
長
い
列
が
で
き
、
１
，
２
０
０

杯
が
１
時
間
半
で
終
了
し
ま
し
た
。
㈱
関
東

甲
信
ク
ボ
タ
と
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
ジ
ャ
パ
ン

㈱
の
協
力
に
よ
り
今
回
初
め
て
行
っ
た
ト
ラ

ク
タ
ー
の
展
示
は
、
日
頃
接
す
る
機
会
の
少

な
い
大
型
の
最
新
ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
転
席
に

乗
り
写
真
を
撮
り
目
線
の
高
さ
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
、
選
手
が
ナ
ガ
ノ
パ
ー

プ
ル
一
房
に
付
い
て
い
る
粒
の
数
を
当
て
、

来
場
者
が
一
番
近
い
回
答
を
出
し
た
選
手
を

当
て
る
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。
事
前
収
録

し
た
選
手
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
が
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で

放
映
さ
れ
る
と
、
試
合
で
は
見
ら
れ
な
い
選

手
の
表
情
に
来
場
者
は
大
喜
び
し
ス
タ
ン
ド

は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ピ
ッ
チ
で
は
運
営

委
員
会
豊
田
実
副
会
長
が
「
こ
れ
か
ら
も
長

き
に
亘
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
と
共
に
、
地

元
信
州
の
農
業
と
、
地
域
の
誇
り
で
あ
る
松

本
山
雅
を
応
援
し
て
参
り
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
由
井
和
行
運
営
委
員
が
キ
ッ
ク
イ
ン

セ
レ
モ
ニ
ー
を
し
て
試
合
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

全
農
長
野
県
本
部
は
、
こ
の
活
動
を
、
地

域
の
皆
様
か
ら
の
産
地
理
解
や
全
農
長
野
県

本
部
を
は
じ
め
と
し
た
Ｊ
Ａ
長
野
県
組
織
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
し
た

い
、
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

試
合
は
後
半
は
じ
め
に
１
点
先
行
し
ま
し

た
が
、
試
合
終
了
間
際
に
追
い
つ
か
れ
、
引

き
分
け
と
な
り
ま
し
た
。 

▼
総
務
広
報
課

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で

「
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
デ
ー
」を
開
催
！

年齢問わず人気があったきのこ収穫体験迫力のトラクター展示

ハーフタイムにピッチから県産農畜産物をPR

　

全
農
長
野
県
本
部
生
産
販
売
部
は
10
月
５
日

㈬
、Ｊ
Ａ
長
野
信
連
主
催
の「
い
き
い
き
信
州
！

農
産
加
工
品
展
示
商
談
会
」
に
共
催
者
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。
加
工
品
の
原
料
と
な
る
、
県

産
農
産
物
の
品
質
の
高
さ
や
種
類
の
豊
富
さ
、

安
全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
パ
ネ

ル
展
示
や
、
秋
映
・
南
水
な
ど
旬
の
果
実
を
試

食
提
供
し
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
（
一
社
）
長
野
県
農
村
工
業
研
究
所
の
研
究

員
に
よ
る
ミ
ニ
講
座
は
、
高
圧
加
工
技
術
を

使
っ
た
「
ま
る
か
じ
り
ん
ご
」
の
商
品
性
の
高

さ
や
、
市
田
柿
の
加
工
技
術
確
立
の
課
程
を
紹

介
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
果
実
の
加
工

技
術
に
つ
い
て
興
味
深
い
話
が
聞
け
た
」
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
商
談
会
は
昨
年
に
続
き
２
回
目
の
開
催

で
、
本
会
と
県
内
Ｊ
Ａ
、
農
業
法
人
、
農
業
関

連
法
人
な
ど
計
48
団
体
が
出
展
。
３
０
０
以
上

の
商
品
が
出
展
さ
れ
４
０
０
人
以
上
の
バ
イ

ヤ
ー
が
来
場
し
ま
し
た
。

生
産
販
売
部

総
務
広
報
課

県
産
農
産
物
の
高
品
質
、豊
富
な
種
類
、

安
全
・
安
心
を
Ｐ
Ｒ

〜「
い
き
い
き
信
州
！ 

農
産
加
工
品
展
示
商
談
会
」に
参
加
〜

　

９
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
に
お
い
て
全

農
関
東
甲
信
地
区
役
職
員
親
睦
野
球
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
職

員
の
健
康
増
進
及
び
関
東
甲
信
地
区
の
都

県
本
部
間
の
親
睦
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
今
年
度
で
３
回
目
の
開
催
と
な

り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
関
東
甲
信
各
都
県
よ
り
９

県
本
部
、
全
国
本
部
を
含
め
計
10
チ
ー
ム

が
出
場
し
野
球
を
通
じ
て
お
互
い
の
技
量

を
競
い
合
う
と
と
も
に
、
本
部
間
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

全
農
長
野
県
本
部
は
１
回
戦
で
東
京
都

本
部
と
対
戦
し
、
接
戦
を
制
し
今
大
会
初

勝
利
を
挙
げ
ま
し
た
。
次
戦
の
群
馬
県
本

部
戦
に
は
破
れ
た
も
の
の
順
位
決
定
戦
に

勝
利
し
、
本
大
会
は
５
位
と
い
う
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
優
勝
は
群
馬
県
本

部
、
準
優
勝
は
茨
城
県
本
部
と
な
り
、
こ

の
２
チ
ー
ム
が
全
国
野
球
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

初
の

初
戦
突
破
！

〜 「
全
農
関
東
甲
信
地
区
役
職
員

親
睦
野
球
大
会
」開
催
〜

長野県農村工業研究所の研究員によるミニ講座

旬の農産物をＰＲする担当者
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生
産
販
売
部

レポート



　

全
農
長
野
県
本
部
生
産
販
売
部
は
９
月
27
日
㈫
、
長
野
県
の
情
報
発
信
拠
点
銀
座

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
と
共
同
で
「
野
菜
ソ
ム
リ
エ
Ｋ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
の
銀
座
ｄ
ｅ
信
州
フ
ル
ー

ツ
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

秋
映
、
南
水
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
な
ど
旬
の
果
実
を
用

意
し
、
お
い
し
さ
の
理
由
や
飾
り
切
り
の
技
術
を
伝
え
、
目
で
見
て
楽
し
み
味
わ
う

方
法
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

キ

※

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
や
ブ
ロ
グ
・
会
員
制
交

流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
を
使
っ
て
情
報
を
拡
げ
て
も

ら
お
う
と
、
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
記
者
や
野
菜
ソ
ム

リ
エ
、
ブ
ロ
ガ
ー
な
ど
19
名
を
招
待
し
ま
し
た
。

　

飯
綱
町
出
身
の
野
菜
ソ
ム
リ
エ
Ｋ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
さ
ん

を
進
行
役
に
、
生
産
販
売
企
画
課
の
片
桐
雅
樹
課
長

が
講
師
と
な
り
、「
標
高
の
高
さ
や
内
陸
性
気
候
な

ど
の
地
理
的
条
件
」「
こ
だ
わ
り
の
技
術
」
な
ど
が

県
産
果
実
の
お
い
し
さ
の
理
由
と
話
し
ま
し
た
。

　

飾
り
切
り
体
験
で
は
、
銀
座
三
笠
會
館
の
フ
レ
ン

チ
シ
ェ
フ
宮
崎
大
介
さ
ん
の
指
導
で
、
参
加
者
が
そ

れ
ぞ
れ
秋
映
１
個
を
使
い
、
家
庭
で
も
簡
単
に
で
き

て
お
も
て
な
し
に
大
活
躍
す
る
白
鳥
な
ど
の
カ
ッ
ト

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
掲
載
し
よ

う
と
盛
ん
に
写
真
撮
影
を
し
て
い
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
等
を
招
待

し
て
果
実
の
お
い
し
さ
を
発
信

〜「
野
菜
ソ
ム
リ
エ
Ｋ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
の
銀
座
ｄ
ｅ
信
州
フ
ル
ー
ツ
マ
ル
シ
ェ
」開
催
〜

総
務
広
報
課

生
産
販
売
部

　

10
月
11
日
㈫
、
須
坂
市
立
高
甫
小
学
校
で

「
味
覚
の
授
業
」
が
行
わ
れ
、
全
農
長
野
県

本
部
は
調
理
実
習
の
食
材
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

５
年
生
33
名
を
対
象
に
し
た
授
業
は
、
２

時
限
目
か
ら
４
時
限
目
ま
で
を
使
っ
て
行
わ

れ
、
地
産
地
消
の
大
切
さ
や
「
料
理
は
味
覚

の
ほ
か
五
感
を
つ
か
う
こ
と
で
も
っ
と
お
い

し
く
な
る
」
な
ど
講
師
の
話
を
聞
い
た
後
、

フ
ラ
ン
ス
・
プ
ロ
バ
ン
ス
地
方
の
野
菜
煮
込

み
料
理
「
ラ
タ
ト
ゥ
イ
ユ
」
を
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
作
り
ま
し
た
。
児
童
は
「
予
想
よ

り
も
ず
っ
と
お
い
し
い
」「
初
め
て
食
べ
た

け
ど
懐
か
し
い
感

じ
」
な
ど
と
言
い

な
が
ら
味
見
を
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、

講
師
の
シ
ェ
フ
と

一
緒
に
給
食
で
自

分
た
ち
が
調
理
し

た
ラ
タ
ト
ゥ
イ
ユ

を
試
食
し
ま
し
た
。

　
「
味
覚
の
授
業
」

は
食
べ
物
の
味
覚
、

安
全
な
食
材
供
給
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
生
活
と
食
べ
物
の
役
割
り
の
重
要
性
な
ど

を
、
学
ん
で
も
ら
う
授
業
で
す
。
フ
ラ
ン
ス

が
発
祥
で
１
９
９
０
年
か
ら
「
味
覚
の
一
週

間
」
と
し
て
始
ま
り
、
日
本
で
は
６
年
目
を

迎
え
ま
す
。県
内
で
は「
お
い
し
い
信
州
ふ
ー

ど
（
風
土
）」
を
食
べ
よ
う
！
育
て
よ
う
！

地
産
地
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
委
員
会
と
長

野
県
が
共
催
、
本
会
な
ど
が
食
材
提
供
な
ど

で
協
賛
、
長
野
県
調
理
師
会
、
全
日
本
司
厨

士
協
会
関
東
総
合
地
方
本
部
長
野
県
本
部
が

講
師
派
遣
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

調
理
実
習
の
食
材
を
提
供
！

〜
一
流
シ
ェ
フ
を
講
師
に「
味
覚
の
授
業
」開
催
〜

飾り切りに挑戦する参加者 県産果実のおいしい理由を話す片桐課長

だしに塩を少々入れて味を確かめる

野菜を炒めてラタトゥイユを作る

※ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
を
収
集
し
、
ま
と
め
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

　

全
農
長
野
県
本
部
は
10
月
２
日
㈰
、
長
野
市
の

エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
プ
ラ
ザ
で
開
催

さ
れ
た
「
長
野
県
協
同
組
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
６
」
に
出
展
し
、
き
の
こ
と
果
実
の
Ｐ
Ｒ

販
売
と
き
の
こ
汁
の
振
る
舞
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

き
の
こ
は
え
の
き
た
け
・
ぶ
な
し
め
じ
・
エ
リ

ン
ギ
が
入
っ
た
「
き
の
こ
セ
ッ
ト
」
と
、
や
ま
ぶ

し
た
け
と
や
ま
な
め
を
販
売
し
ま
し
た
。
や
ま
ぶ

し
た
け
と
や
ま
な
め
を
見
て
立
ち
止
ま
る
来
場
者

が
多
く
、
食
べ
方
を
聞
い
て
き
の
こ
セ
ッ
ト
と
一

緒
に
購
入
す
る
方
が
多
く
い
ま
し
た
。
果
実
は
プ

ル
ー
ン
（
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
、
サ
ン
プ
ル
ー
ン
）
と

プ
ラ
ム
（
秋
姫
）
を
販
売
し
、
ど
ち
ら
も
粒
が
大

き
く
目
を
引
き
ま
し
た
。
き
の
こ
汁
は
、
き
の
こ

を
た
っ
ぷ
り
い
れ
る
と
ダ
シ
が
出
て
お
い
し
く
作

れ
る
こ
と
を
伝
え
な
が
ら
振
る
舞
う
と
、「
本
当

に
お
い
し
か
っ
た
」
と
食
べ
た
後
に
ブ
ー
ス
を
訪

ね
て
き
た
お
客
様
も
い
ま
し
た
。

　

協
同
組
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
長
野
県
内
に

お
け
る
協
同
組
合
連
携
の
一
環
と
し
て
、
組
合
員

同
士
の
交
流
や
協
同
組
合
の
活
動
を
県
民
に
広
く

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
関
係
団
体
で
実

行
委
員
会
を
構
成
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

全
農
長
野
県
本
部
真
島
茂
夫
副
本
部
長
は
、
９
月
23
日
㈮
、
㈱
長
野
県
Ａ
・

コ
ー
プ
の
「
Ａ
・
コ
ー
プ
松
代
店　

一
日
店
長
」
を
勤
め
ま
し
た
。

　
「
Ａ
・
コ
ー
プ
一
日
店
長
」
は
、
Ｊ
Ａ
と
Ａ
・
コ
ー
プ
店
舗
の
さ
ら
な
る
一
体

的
な
連
携
に
む
け
て
、
同
社
取
締
役
で
あ
る
各
Ｊ
Ａ
組
合
長
・
県
本
部
副
本
部

長
が
「
一
日
店
長
」
を
つ
と
め
、
Ａ
・
コ
ー
プ
店
舗
へ
の
要
望
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る
企
画
と
し
て
今
年
か
ら
開
催
さ
れ
、
す
で
に
６
Ｊ
Ａ
の
組
合
長
が
参
画

し
て
い
ま
す
。

　

地
元
松
代
出
身
で
あ
り
、
同
店
直
売
所
の
出
荷
者
で
も
あ
る
真
島
副
本
部
長

か
ら
は
、
日
頃
の
店
舗
業
務
へ
労
い
・
感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
、「
高
齢
者
の

多
い
地
域
で
あ
る
の
で
少
量
パ
ッ
ク
で
買
い
や
す
い
商
品
の
提
供
」「
生
産
者

直
売
コ
ー
ナ
ー
を
中
心
に
Ｊ
Ａ
と
協
力
し
た
地
物
農
産
物
の
拡
販
」「
拡
販
を

通
じ
て
の
県
内
畜
産
事
業
基
盤
強
化
へ
の
協
力
依
頼
」
な
ど
の
要
望
・
ア
ド
バ

イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
客
様
・
直
売
生
産
者
・
店
舗
社
員
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
、
有
意
義
な

「
Ａ
・
コ
ー
プ
一
日
店
長
」
企
画
と
な
り
ま
し
た
。

真
島
副
本
部
長
が
一
日
店
長
を
！

〜
長
野
県
Ａ
・
コ
ー
プ　
「
Ａ
・
コ
ー
プ
松
代
店
」〜

総
務
広
報
課

㈱
長
野
県
A
・
コ
ー
プ

組
合
員
同
士
の
交
流
や
協
同
組
合
の

活
動
を
県
民
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
！

〜「
長
野
県
協
同
組
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６
」に
出
展
〜

朝礼であいさつをする真島副本部長

生産者直売コーナーの商品を確認

果実・きのこの販売で賑わうブース

8 7

行
委
員
会
を
構
成
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

総
務
広
報
課
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今
年
も
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
で
、「
全
農
長
野
デ
ー
」

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。公
式
発
表
に
よ
る
と
入
場

者
数
は
１
２
，６
４
８
人
。来
場

い
た
だ
い
た
大
勢
の
サ
ポ
ー

タ
ー
・
観
客
の
皆
様
、イ
ベ
ン
ト

の
携
わ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様

に
は
、心
か
ら
御
礼
を
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。対
戦
相
手

の
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
の
サ

ポ
ー
タ
ー
の
方
と
も
お
話
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
岡
山
か

ら
応
援
に
来
ま
し
た
が
、イ
ベ
ン

ト
パ
ー
ク
に
い
ろ
ん
な
ブ
ー
ス

や
催
し
が
あ
っ
て
、と
て
も
楽
し

め
ま
し
た
。鍋
や
お
に
ぎ
り
、ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
も
と
て
も
美
味

し
か
っ
た
！
」と
好
印
象
の
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
れ

と
は
別
に
、「
で
も
ね
、今
日
は

勝
た
せ
て
も
ら
い
ま
す
よ
。松
本

山
雅
は
強
い
け
ど
、勝
ち
点
３

は
岡
山
に
持
っ
て
帰
り
ま
す
！
」

と
追
加
で
キ
ッ
パ
リ
。桃
太
郎
が

鬼
退
治
に
来
た
よ
う
な
感
じ
で

言
わ
れ
、こ
の
ヤ
ロ
ー
と
思
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、そ
こ
は
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
な
の
で
笑
っ
て
お
見

送
り
し
ま
し
た
・・
。 

（
Ｙ
）

11月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

11/1㈫ 10:13 ＳＢCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでー内「ラジオカーレポート」 米（風さやか）

11/1㈫ 16:10 ＳＢCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」
「くらしと牛乳牛さんありがとう」
絵のコンクール表彰式の様子

11/8㈫ 10:13 ＳＢCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでー内「ラジオカーレポート」 えのきたけ

11/8㈫ 16:10 ＳＢCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 楽市楽座の様子

11/15㈫ 10:13 ＳＢCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでー内「ラジオカーレポート」 なめこ

11/15㈫ 16:10 ＳＢCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 ジャッジングスクールの様子

11/22㈫ 10:13 ＳＢCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでー内「ラジオカーレポート」 サンふじ

11/22㈫ 16:10 ＳＢCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 小山浩子先生の乳和食レシピ

11/29㈫ 16:10 ＳＢCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 牛乳クイズ

11/7、14、
21、28㈪ 17:30

FM長野 JA全農長野「発見！ながののゲンキ！～みらいのミカタ」 えのきたけ

区分
部門 実　績 計画比 前年比

米 穀 7,876 135 101 

果 実 17,795 108 102 

野 菜 花 き 50,387 99 86 

野菜種苗センター 134 105 99 

き の こ 7,502 96 90 

営 業 7,580 94 94 

生 産 販 売 部 計 91,275 102 91 

包 装 資 材 4,946 101 103 

生 産 資 材 5,597 97 88 

農 業 機 械 4,277 113 115 

施 設 住 宅 3,511 142 173 

生 産 購 買 部 計 18,331 108 109 

畜 産 6,806 125 108 

三 岳 牧 場 142 106 113 

SPF繁殖センター 137 97 105 

酪 農 10,215 105 105 

八 ヶ 岳 牧 場 160 96 107 

畜 産 酪 農 部 計 17,459 112 107 

燃料・ホームエネルギー 9,874 91 88 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 4,602 82 86 

生 活 6,502 100 97 

生 活 部 計 20,977 92 90 

長 野 県 本 部 計 148,041 102 94 

平成28年度9月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

(単位:百万円,％)

（内部販売高含む）

生
産
販
売
部

　

10
月
12
日
㈬
、
千
曲
市
内
で
「
園
芸

友
の
会
」
の
全
体
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
園
芸
友
の
会
」
は
、
長
野
県
経
済

連
お
よ
び
全
農
長
野
県
本
部
の
Ｏ
Ｂ
で

園
芸
事
業
に
携
わ
っ
た
方
々
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
参
加
は
任
意
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
現
在
会
員
は
１
１
７
名
を

数
え
ま
す
。

　

秋
の
収
穫
期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

当
日
は
22
名
の
参
加
者
で
し
た
が
、
会

議
は
こ
の
１
年
間
に
亡
く
な
っ
た
方
々

へ
の
黙
祷
か
ら
始
ま
り
、
内
久
根
賢
彦

会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
過
去
１
年
間

の
経
過
報
告
・
収
支
報
告
、
会
費
の
徴

収
方
法
な
ど
が
承
認
さ
れ
、
併
せ
て
新

た
に
入
会
さ
れ
た
方
々
の
紹
介
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
会
か
ら
は
小
林
哲
男
副
本
部
長
、

嶌
田
武
司
生
産
販
売
部
長
、
片
桐
雅
樹

生
産
販
売
企
画
課
長
が
同
席
し
ま
し
た
。

会
員
か
ら
は
「
卸
売
市
場
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
」、「
長
野
県
産
農

産
物
輸
出
の
現
状
は
ど
う
な
の
か
」、

「
生
産
資
材
の
価
格
は
今
後
ど
う
な
る

の
か
」、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
農
薬
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
」
な
ど
の
数
多
く
の

質
問
や
、「
○
○
に
対
し
て
私
は
こ
う

思
う
」
と
い
う
現
役
時
代
を
彷
彿
さ
せ

る
意
見
が
数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
今
な
お
現
役
』と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ

た
り
の
園
芸
友
の
会
の
皆
様
で
す
。
今

後
も
年
２
回
の
会
議
（
全
体
会
議
、
役

員
会
）
等
に
お
い
て
、
本
会
事
業
に
対

し
て
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

本
会
事
業
に
対
し
て
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
！

〜「
園
芸
友
の
会
」全
体
会
議
を
開
催
〜

果実課より
「キリン 氷結®　ストロング巨峰〈期間限定〉」
新発売のお知らせ
キリンビール㈱の人気定番ブランド「氷結®」シリーズから、JA全農
長野が原料を供給する長野県産巨峰の氷結®ストレート果汁を使用
した「キリン 氷結®ストロング巨峰〈期間限定〉」を１１月８日㈫より
全国で発売します。
みずみずしい果汁感としっかりした飲みごたえ。ふくよかな甘さと
華やかな香りが特徴の「キリン氷結®ストロング巨峰〈期間限定〉」
をぜひお楽しみ下さい。

商品名……………キリン 氷結®ストロング巨峰 〈期間限定〉
発売地域…………全国
発売日……………平成28年11月8日㈫
容量／容器………350ml 缶／500ml 缶
価格………………オープン価格
アルコール分……9％

訂正とお詫び
１０月号（vol.449）におきまして、記載に誤りがありました。
読者及び関係者の皆様にご迷惑をお掛けしましたことをお詫び
いたします。正しくは以下の通りです。
3 ページ2段目 （誤）ＪＡ長野八ヶ岳　横森徳昭氏
 （正）ＪＡ長野八ヶ岳　横森徳明氏

11月の動き▶

総務広報課

11/2㈬ 御嶽海関に県産農畜産物贈呈
出羽海部屋　九州場所宿舎

11/11㈮ JA長野県大会
JA長野県ビル・アクティーホール

11/16㈬ 農協法公布記念式典
JA長野県ビル・会議室

11/20㈰
松本山雅FCホーム最終戦
きのこPRイベント
アルウィン

生産販売部 11/11㈮
野菜ソムリエKAORUと楽しもう!
「銀座de長野県きのこの日」
銀座NAGANO

生 産 販 売
企 画 課
JA長野県

農産物PR協議会

11/11㈮・
12㈯

農林水産祭「実りのフェスティバル」
サンシャインシティ・
ワールドインポートマート

11/22㈫
「農から楽しむ食の世界」
（りんご編）
信学会・裾花幼稚園

生産販売部・
畜産酪農部

11/23(水・
祝）・24㈭

食の合戦・里山ものがたり　
秋の大収穫祭
松代城跡　二の丸広場

畜 産 課
11/10㈭

第69回長野県畜産共進会
種牛の部
長野県中央家畜市場

11/28㈪ 第37回信州和牛県内産枝肉共励会
京都食肉市場㈱

し
て
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。
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JA全農長野ホームページ http://www.nn.zennoh.or.jp

インターネットで産地直送「JAタウン」 http://www.ja-town.com

松本山雅ＦＣ
ホームゲームで
「ＪＡ全農長野デー」
を開催！


